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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第35期

第１四半期連結
累計期間

第36期
第１四半期連結
累計期間

第35期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年６月30日

自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

営業収益（千円） 1,528,729 1,050,020 4,296,726

経常利益（千円） 166,532 12,388 209,997

四半期（当期）純利益（千円） 98,873 1,978 158,987

四半期包括利益又は包括利益（千円） △47,533 16,223 104,102

純資産額（千円） 3,429,264 3,548,226 3,580,900

総資産額（千円） 4,754,785 4,745,131 4,772,690

１株当たり四半期純利益金額（円） 10.11 0.20 16.26

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 72.12 74.78 75.03

（注）1.当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

　2.営業収益には、消費税等は含んでおりません。

3.潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

4.第35期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企業

会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

２【事業の内容】

　 当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要

 な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　 当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　 当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

　 当第１四半期連結累計期間の財政状態及び経営成績の分析は、下記のとおりであります。

　(1)業績の状況

　当第1四半期連結累計期間におけるわが国経済は、平成23年3月11日に発生した東日本大震災の影響により依然と

して厳しい状況にある中で、一部復調に向けた兆しも見られますが、電力不足懸念の全国的な広がりや円高基調の

継続、原材料・原油価格の高騰などにより、景気の下振れが懸念されています。一方、海外ではアジアを中心に景気

は回復基調にあるものの、新興国でのインフレ懸念の高まり、米国経済の先行き懸念、欧州の信用不安の拡大などに

より、その回復テンポは緩やかな状況が続いています。
　
  旅行業界における海外旅行動向は、緩やかな回復基調で推移してまいりましたが、東日本大震災の発生以降、急激

な自粛ムードから旅行を手控える動きが出るなど、旅行環境に多大な影響をもたらしました。5月上旬以降は、自粛

ムードも和らぎ、旅行需要にも回復の兆しは見えたものの、本格的な回復には至らず、業界全体としては、依然とし

て弱含みの状況で推移しました。
　
  このような状況下、当社グループは、引き続き「中期経営戦略3ヵ年」(2010年4月～2013年3月)を達成すべく業務

効率化の向上と事業活動を積極的に展開し、お客様の立場に配慮した「ゆとりある豊かな旅」「高い安心感と満足

感」の提供を実践し、他社と差別化されたサービスのより一層の向上を目指してまいりました。
　
  商品開発面におきましては、お客さまに満足いただける商品の開発を前提に、お客様の旅行ニーズを的確に把握

しながら、お客様の体力にあった商品の開発を積極的に展開し、お客様各々の体力に合わせて選べる3段階の「ゆっ

たり度」をより明確にした、ゆったり度①、ゆったり度②、ゆったり度③に分類された商品の造成と提供を進めてま

いりました。さらに創業35周年記念企画として通常のツアーとは異なる地域を訪問し、旅行先で晩餐会を楽しむ企

画などのお客様の心にいつまでも残るユニークな旅を発表しました。今後さらに記念企画ツアー第二弾をご案内し

てまいります。

　
  販売面におきましては、東日本大震災による自粛ムードの影響により、同期間での業績は、前年を下回る結果とな

りましたが、５月上旬以降、お客様の旅行需要に回復の兆しが見えてきたことから、夏以降に出発するツアー（秋の

ボルガ河の船旅・秋のセレナーデ号・35周年特別企画商品）を中心に、お客様の窓口担当及び企画セクションから

積極的な販売活動を実施してまいりました。
　
 　なお、第1四半期累計期間の販売実績は下記のとおりであります。　

ａ．商品別売上高

区分
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

旅行売上（千円） 1,522,775 1,045,988

その他売上（千円） 5,953 4,032

合計（千円） 1,528,729 1,050,020

（注）その他売上は、保険手数料及び渡航申請手数料等の収入であります。

EDINET提出書類

株式会社ニッコウトラベル(E04361)

四半期報告書

 3/18



ｂ．種別旅行売上高

区分
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

募集型企画旅行（千円） 1,453,565 960,544

受注型企画旅行・手配旅行

（千円）
69,210 85,444

合計（千円） 1,522,775 1,045,988

C．渡航先別旅行者数

行先
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

ヨーロッパ（人） 1,912 1,383

ロシア（人） 34 －

中東（人） 86 68

北米（人） 220 80

中南米 (人)　 5 12

オセアニア（人） 23 4

アジア（人） 267 83

合計（人） 2,547 1,630

(注) 当社グループの顧客層は、年間で見た場合、欧州方面の旅行需要が主流を占めております。

   特に海外渡航先のべストシーズンである初夏及び紅葉の時期に需要が集中するため、通常、

第１四半期連結決算期及び第３四半期連結会計期間の売上が他の四半期と比べて高くなって

おります。
　
  その結果、当第1四半期連結累計期間の業績は東日本大震災の影響により、売上高10億50百万円（前年同期比　

31.3%減）となりました。
　
  利益面におきましては、1ツアー当たりの催行人数の増加による利益率の改善と積極的な経費の節減に努めて参

りましたが、売上高が減少したことにより当第1四半期は、営業損失5百万円(前年同期　営業利益１億38百万円)、経

常利益12百万円（前年同期　1億66百万円　同期比　92.6%減）、四半期純利益1百万円（前年同期　98百万円　同期比　

98.0%減）となりました。
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  (2)財政状態の分析

(流動資産)

　　　　  当第１四半期連結累計期間末における流動資産の残高は、18億72百万円(前連結会計年度末は18億94百万円)と

　 　なり、22百万円の減少となりました。

　　　 主な増減要因としては、下記の内容が挙げられます。

　　　 　① 季節変動により営業債権(営業未収入金・旅行前払金)が58百万円増加したこと

　　　　 ② 現金及び預金が69百万円減少したこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         ③ 短期貸付金を含むそ

の他流動資産が10百万円減少したことによるものであります。

(固定資産)

　　　　  当第１四半期連結累計期間末における固定資産の残高は、28億72百万円(前連結会計年度末は28億78百万円)と

　　　  なり、５百万円の減少となりました。

　　　　  主な増減要因としては、下記の内容が挙げられます。

　　　　 ① 長期貸付金が短期への振替及び回収により８百万円減少したこと

　　　　 ② 有価証券の時価の変動により投資有価証券が５百万円増加したこと

　　　 　③ 敷金及び保証金が回収等により１百万円減少したことによるものであります。

(流動負債)　       

　　　　  当第１四半期連結累計期間末における流動負債の残高は、10億３百万円(前連結会計年度末は９億98百万円)と

　　　　なり、５百万円の増加となりました。

 　　　   主な増減要因としては、下記内容が挙げられます。

　　　　 　 ① 季節変動により営業債務(営業未払金・旅行前受金)が３百万円増加したこと

　　　(固定負債)

　        当第１四半期連結累計期間末における固定負債の残高は、１億93百万円(前連結会計年度末は１億93百万円)と

        金額の変動はありませんが、主な増減要因としては、下記内容が挙げられます。

　　　　 ① 退職給付引当金が１百万円減少したこと

　　　　 ② 役員退職慰労金が１百万円増加したことによるものであります。

　　　(純資産)

　        当第１四半期連結累計期間末における純資産の残高は、35億48百万円(前連結会計年度末は35億80百万円)とな

　　　　り、32百万円の減少となりました。

 　　　   主な増減要因としては下記内容が挙げられます。

　　　　　  ① 投資有価証券の時価評価及び為替予約等の時価評価に伴う評価・換算差額等が14百万円増加したこと

　　　　　  ② 配当の支払い及び四半期純利益の計上により利益剰余金が46百万円減少したことによるものでありま

               す。

　　　　

　(3)対処すべき課題　

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　(4)研究開発活動

 　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 15,600,000

計 15,600,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年8月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,780,000 9,780,000
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株　

計 9,780,000 9,780,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成23年4月 1日～

 平成23年6月30日　　
－ 9,780,000 － 932,550 － 911,300

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第1四半期会計期間であるため記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成23年3月31日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成23年6月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　9,778,500 97,785 －

単元未満株式 普通株式　　　1,100 － －

発行済株式総数 9,780,000 － －

総株主の議決権 － 97,785 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が200株含まれております。また、「議決権

の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

②【自己株式等】

 平成23年6月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
 合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社ニッコウトラベル
東京都中央区京橋１丁

目１番１号
400 － 400 0.00

計 － 400 － 400 0.00

　 

２【役員の状況】

　 該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,372,963 1,303,008

営業未収入金 21,471 12,734

有価証券 47,857 47,867

貯蔵品 4,575 4,742

未収還付法人税等 852 1,121

旅行前払金 291,270 358,168

その他 182,088 171,133

貸倒引当金 △26,608 △26,608

流動資産合計 1,894,469 1,872,169

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 156,288 156,288

減価償却累計額 △114,107 △114,757

建物及び構築物（純額） 42,181 41,530

土地 37,780 37,780

その他 84,354 85,144

減価償却累計額 △77,484 △78,393

その他（純額） 6,869 6,750

有形固定資産合計 86,830 86,062

無形固定資産 16,251 16,423

投資その他の資産

投資有価証券 817,809 822,904

長期貸付金 1,709,246 1,700,833

その他 250,182 248,837

貸倒引当金 △2,100 △2,100

投資その他の資産合計 2,775,138 2,770,476

固定資産合計 2,878,220 2,872,962

資産合計 4,772,690 4,745,131
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

営業未払金 272,991 315,873

未払法人税等 11,072 3,210

旅行前受金 549,911 510,473

賞与引当金 22,549 7,527

その他 141,639 166,362

流動負債合計 998,164 1,003,446

固定負債

退職給付引当金 92,179 90,583

役員退職慰労引当金 89,305 90,671

資産除去債務 9,028 9,076

その他 3,112 3,126

固定負債合計 193,625 193,458

負債合計 1,191,790 1,196,905

純資産の部

株主資本

資本金 932,550 932,550

資本剰余金 911,300 911,300

利益剰余金 1,880,625 1,833,706

自己株式 △218 △218

株主資本合計 3,724,257 3,677,337

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △56,786 △51,241

繰延ヘッジ損益 △86,569 △77,869

その他の包括利益累計額合計 △143,356 △129,111

純資産合計 3,580,900 3,548,226

負債純資産合計 4,772,690 4,745,131
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

営業収益 1,528,729 1,050,020

営業原価 1,193,705 841,356

営業総利益 335,024 208,664

販売費及び一般管理費 196,593 214,227

営業利益又は営業損失（△） 138,431 △5,562

営業外収益

受取利息 15,238 14,037

受取配当金 4,116 3,859

為替差益 7,580 439

その他 1,286 417

営業外収益合計 28,222 18,753

営業外費用

その他 120 803

営業外費用合計 120 803

経常利益 166,532 12,388

特別損失

投資有価証券評価損 57,704 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 7,278 －

特別損失合計 64,982 －

税金等調整前四半期純利益 101,549 12,388

法人税、住民税及び事業税 1,440 1,744

法人税等調整額 1,235 8,665

法人税等合計 2,676 10,409

少数株主損益調整前四半期純利益 98,873 1,978

四半期純利益 98,873 1,978
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 98,873 1,978

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △10,216 5,544

繰延ヘッジ損益 △136,190 8,699

その他の包括利益合計 △146,406 14,244

四半期包括利益 △47,533 16,223

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △47,533 16,223

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　　　該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　　　当第1四半期における会計方針の変更等はありません。　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　当第1四半期における財務諸表の作成にあたり適用した特有な会計処理はありません。

　

【追加情報】

　

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度

（平成23年3月31日）

当第1四半期連結会計期間

（平成23年6月30日）　　

 １．偶発債務

当社はEuro Cruise Holdings B.V.（以下、「同社」と

する）と平成18年7月に業務提携を行い、当社優先利用の

河川クルーズ船の建造を委託するとともに、融資契約を締

結しております。

同河川クルーズ船は平成19年5月より運航を開始し、当

社は事業年度のうち一定期間チャーターをしております。

また、同船舶の運航業務につきましては同社に全面的に委

託しております。

　業務提携契約に基づく運航業務委託費の範囲等の認識の

相違に関して、当該認識の相違の解消を図ることを目的と

して、オランダの法律に基づくvoorlopige

voorzieningenprocedure（以下、「略式訴訟」とする）を

平成23年4月8日付で提起いたしましたが、今後の円滑なツ

アーの催行を重視し、同年5月3日付でStand Still

Agreement（休止契約）を締結し、同日から1ヶ月間、一切

の法的手続等を凍結し、再度、交渉による解決に努めるこ

とにいたしました。しかし、平成23年6月2日現在、当該認識

の相違に関する話し合いが継続中であることから、双方協

議により、同日から６週間Stand Still Agreement（休止

契約）を延長し協議を継続することとしました。

　なお、当該略式訴訟の判決は平成23年5月5日に送達され

ております。

当社といたしましては、今後も従来と同様、当社の認識

は契約に基づく適正なものとして、将来に向けた新たな取

引関係の構築に向けた交渉を行う予定ではありますが、現

時点までの交渉の経過及び今後の取引関係の維持継続等

を勘案して、将来発生する可能性のある損失を見積もり、

必要と認められる額を貸倒引当金として計上いたしまし

た。

なお、当社が提起した略式訴訟の詳細及びStand Still

Agreement（休止契約）の内容は（重要な後発事象）に記

載しております。

 １．偶発債務 

当社はEuro Cruise Holdings B.V.（以下、「同社」と

する）と平成18年7月に業務提携を行い、当社優先利用の

河川クルーズ船の建造を委託するとともに、融資契約を締

結しております。

同河川クルーズ船は平成19年5月より運航を開始し、当

社は事業年度のうち一定期間チャーターをしております。

また、同船舶の運航業務につきましては同社に全面的に委

託しております。

　業務提携契約に基づく運航業務委託費の範囲等の認識の

相違に関して、当該認識の相違の解消を図ることを目的と

して、オランダの法律に基づくvoorlopige

voorzieningenprocedure（以下、「略式訴訟」とする）を

平成23年4月8日付で提起いたしましたが、今後の円滑なツ

アーの催行を重視し、Stand Still Agreement（休止契

約）を締結し、一切の法的手続等を凍結し、再度、交渉によ

る解決に努めることにいたしました。しかしながら、当初

の契約期間内での相違の解消は図れず、期間を延長して、

継続的に協議を行う方向で同意しました。現在の契約期間

は、平成23年9月30日までとなっています。　

　なお、略式訴訟の判決は平成23年5月5日に送達されてお

ります。

当社といたしましては、今後も従来と同様、当社の認識

は契約に基づく適正なものとして、将来に向けた新たな取

引関係の構築に向けた交渉を行う予定ではありますが、現

時点までの交渉の経過及び今後の取引関係の維持継続等

を勘案して、将来発生する可能性のある損失を見積もり、

必要と認められる額を貸倒引当金として計上いたしまし

た。
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（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

※1　当社グループの顧客層は、年間で見た場合、欧州方面の

旅行需要が主流を占めております。　　 

　　 特に海外渡航先のべストシーズンである初夏及び紅葉

の時期に需要が集中するため、通常、第１四半期連結会

計期間及び第３四半期連結会計期間の売上が他の四半

期と比べて高くなっております。　　　　

※1　

同左　　　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　　　　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期連結累計期間に係る

　　　　四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、重要性が乏しい為減価償却費の記載は省略

　　　　しております。
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

配当金支払額　

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成22年6月25日

定時株主総会
普通株式 19,559 2 平成22年3月31日平成22年6月28日利益剰余金　

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

配当金支払額　

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成23年6月27日

定時株主総会
普通株式 48,897 5 平成23年3月31日平成23年6月28日利益剰余金　

　　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループの事業は旅行業という単一セグメントに属するため、セグメントに係る記載は省略しておりま

す。　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 10円11銭 0円20銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 98,873 1,978

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 98,873 1,978

普通株式の期中平均株式数（株） 9,779,597 9,779,597

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

 　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社ニッコウトラベル(E04361)

四半期報告書

17/18



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月11日

株式会社ニッコウトラベル

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 木村　研一　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 木村　尚子　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ニッコ

ウトラベルの平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成２３年

４月１日から平成２３年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２３年４月１日から平成２３年６月３０日

まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及

び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作

成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められ

る監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ニッコウトラベル及び連結子会社の平成２３年６月３０日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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